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研究成果の概要（和文）：本計画研究ではさまざまな考古・人類学遺物の三次元データを取得し，その三次元デ
ータおよび従来の二次元データを数理的に解析することにより，出ユーラシアから文明形成に至るメカニズムを
解明することが第一の目的であった．研究成果としては，感染症の問題もあって国内のデータが主なものになっ
たものの，弥生時代の遠賀川式土器および縄文から古墳時代までの古人骨に関して広域の三次元データを取得す
ることができた．それに伴い三次元計測の手法も開発した．さらに，三次元データの解析結果に基づく人類集団
拡散過程，また文化伝播過程に関する考察を行い，論文として発表することができた．

研究成果の概要（英文）：The primary objective of this project was to acquire three-dimensional data 
on various archaeological and anthropological objects and to mathematically analyze the 
three-dimensional data and traditional two-dimensional data in order to elucidate the mechanisms 
behind the formation of civilisations from Out-of-Eurasia. Although the research results were mainly
 domestic data due to the problem of infectious diseases, we were able to obtain wide-range 
three-dimensional data on Ongagawa-style pottery of the Yayoi period and human skeletal remains from
 the Jomon to Kofun periods. An automated three-dimensional measurement method was developed 
accordingly. Furthermore, based on the results of the analysis of the three-dimensional data, the 
process of human population diffusion and the process of cultural transmission of Ongagawa style 
pottery were discussed and published as a paper as a preliminary research for further 
considerations.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究計画で収集・整理された三次元・二次元の考古・人類学データは，今後同様の文化進化プロセスを考察す
るための基礎をなすものである．これらのデータを用いて，他の関連データとの関係を検討することにより，さ
まざまな文化伝播・人類拡散のプロセスを詳細に検討することができる．さらに，こうした三次元データに基づ
く，文化伝播・人類拡散のプロセスの数理的考察手法そのものが考古学や人類学で類を見ないものであり，今後
の類似研究にとって大きな意義を持ったものであると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、世界各国で考古学・歴史・人類学のデータを大規模に収集し、そのデータに基づいて文
化・文明の動態を定量的に考察しようという試みが進行している．また文化の歴史的動態を進化
的に考察しようという文化進化学のような分野が興隆し、近年では国際学会が立ち上げられる
などしている．このように、世界的に巨視的視点で文化・文明の動態を考察しようという動きが
加速していることは間違いなく、またこれらの動きは関連する様々な分野にも波及的効果をも
たらしている． 
 しかし、こうした研究には様々な問題点が挙げられる．収集されるデータの質が粗い、もしく
は専門家によって収集されたデータではない．（2）依拠するデータに偏りがある．（3）データの
解釈や、そのデータに基づいた比較考察が極めて恣意的である．たとえば Seshatというプロジ
ェクトは歴史を専門とする研究者によってデータの収集が行われているが、非ヨーロッパにつ
いて収集されたデータは極めて粗雑なものにとどまっている（特にアジアやアメリカのデータ
は極めて粗雑であり、研究上の使用に耐えないデータベースになってしまっている）．また、近
年一般向けに発表されている各種の著作に関しては（2）と（3）の問題点が顕著である．あるい
は（2）とは逆に、あまりに広い範囲を扱おうとするあまりにデータの扱いが粗雑になるような
ケースもある． 
  
２．研究の目的 
 こうした背景のもと，本研究班では上記問題点を克服し、なおかつ近年世界的・一般的にも非
常に注目を浴びているテーマである巨視的な文化・文明動態を，定量的に比較考察するための方
法・理論・データベースを開発することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，分野を超えたデータの共有と分析を可能にするデータベースを構築し，それに基づ
く各種データの時空間的関係について数理的・統計的に考察する．その考察を踏まえ，物質・身
体・心の相互作用にもとづく文明創出メカニズムを数理・理論モデル化し，統合的人類史学構築
のための異分野連携プラットフォームとして機能することを目指す．より具体的には，考古遺物
のように具体的な形を持った対象については，SfM(Structure from Motion)，三次元スキャナー
や LiDAR 測量など三次元計測によって取得されたデータを，楕円フーリエ解析などの幾何学的
形態測定の手法を用いて定量的に 解析・比較していく．さらに，考古遺物だけでなく，人類学
の行動データ，また認知科学からのデータなど，各計画研究から得られたデータ間の時空間的関
係・変化を数理的・統計的に考察しつつ，最終的にはその関係性を数理・理論モデル化していく
ことを目標とする． 
 
４．研究成果 
  
（1）考古・人類学遺物の三次元計測および三次元データの収集・データベースの構築 
 三次元データ解析手法の確立を目指すため，さまざまな点で形状の比較がある程度容易かつ
本研究にとって重要な意味を持つ遺物を選び，計測を進めた．具体的には弥生時代前期の遠賀川
式土器（形状がある程度共通する一方，変異もある程度認められ，また高域に拡散している），
縄文時代から古墳時代までの古人骨を対象に計測を行った．結果として，遠賀川式土器について
は 500 点，古人骨については 700 点近くの対象について三次元データを収集することができた．
前者の土器については，ある程度論文化が終了した時点で，データベースとして公開の準備を進
めている．後者の古人骨については倫理的問題もあるため，一般公開は難しいが，こちらもある
程度論文化が終了した段階で，他研究者にも使用できるよう要求があれば提供を行なっていく
予定である． 
 
（2）三次元計測手法の改良・提案 
 三次元計測については，比較的安価なセッティング
であっても正確なモデルが得られるような手法を開発
し，Kaneda et al.（2022）として発表することができ
た． SfM/MVS による計測はこれまで一定の手間暇を必
要としていたが，この論文では，その手間暇をどこま
で効率化できるかを検討し，ある程度自動化され，ま
たある程度正確なモデルが得られるような手法を提案
した（右写真：自動化された SfM/MVS 手法の写真．
Kaneda et al. 2022 より）． 
 実際，さまざまな埋蔵文化財行政機関においてこの
計測手法やさまざまな手法で得られた三次元モデルを
提示することにより，三次元計測手法についてもある種のアウトリーチ的普及を行うことがで



きたと考えている． 
 
（3）三次元データの数理解析 
 得られた三次元データについては，幾何学的形態測定学の手法を用いて定量化し，解析を進め
ていった．遠賀川式土器については球面調和関数（下図：球面調和関数による定量化と主成分分
析による解析結果，野下他 2022b より）を用い，定量化していった．古人骨についてはランドマ
ーク法によって解析を行なった．具体的な成果
としては，野下他（2022a，2022b），Nakao et al.
（2023，2024）などを発表することができてい
る．まだいくつかの論文を準備中であり，次年度
中にも発表できると考えている． 
 野下他（2022a，2022b）においては，遠賀川式
土器形状を球面調和関数を用いて定量化し，主
成分分析によって形状パターンを可視化した．
結果として，従来から想定されていたルートに
よって遠賀川式土器が拡散していったことが定
量的に裏付けられた．またこの結果は伝統的な 2
次元実測図の楕円フーリエ解析とも概ね一致す
る結果となっており，三次元データの解析が一
定の有効性を持つことが示された． 
 Nakao et al.（2023，2024）では縄文時代から
古墳時代までの古人骨について三次元データを
ランドマーク法によって解析し，同じく主成分
分析によってその形状パターンを可視化してい
った．結果として，縄文時代から古墳時代に至るまで，一定の程度で地理的勾配が観察されるも
のの，その程度は時代によってさまざまであった．縄文時代が比較的勾配が弱く，弥生時代に比
較的はっきりとした勾配が観察された．また，弥生時代と古墳時代の古人骨にはそこまで明確な
形状差が見出せなかった一方，縄文時代とこの両時代の間にははっきりとした差が見られた．こ
れは弥生時代に韓半島から移民がやってきたという従来の仮説と整合的な結果である．また，そ
れ以外のさまざまな観点からも古人骨の形状パターンを解釈することができた．ただ，縄文時代
古人骨と弥生時代古人骨の関係については，混血がどこまであったのか不明な結果となってお
り，これは今後の検討が必要である． 
  
（3）各種関連データの総合的検討・モデル化 
 三次元データを踏まえた総合的検討については現在論文化を進めているところであるが，ひ
とまず利他性の進化に関して，中尾・田村・中川（2022）という予備的な成果を得ることができ
た．これは偏狭な利他性の進化モデルに関して，考古学，人類学，心理学などのデータ・知見を
用いて検討を加えたものである．他にも考古・人類学データを合わせて戦争の発生要因を検討し
た論文（Nakagawa et al. 2021）も発表することができた．本研究で得られたデータを活用し，
今後さらなる成果を発表していく予定である． 
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